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化
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
石
州
流
の
流

祖
片
桐
石い

わ

見み

守
貞
昌
（
慶
長
十
年
～
延
宝
元
年
―
一
六
〇
五
～

一
六
七
三
）
の
高
弟
で
あ
る
茶
道
頭
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
十
九

年
～
元
禄
四
年
―
一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
の
没
後
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
に
、
全
国
に
数
奇
大
名
と
し
て
名
を
馳は

せ
た
仙
台
藩

四
代
藩
主
伊
達
綱
村
公
（
万
治
二
年
～
享
保
四
年
―
一
六
五
九
～

一
七
一
九
、
写
真
１
）
か
ら
、
一
門
の
茶
人
中
で
実
力
が
群
を
抜
い

た
馬
場
道
斎
（
後
の
三
世
道
竿
）
が
そ
の
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
三
世
道
竿
は
綱
村
公
及
び
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
公
（
延

宝
八
年
～
宝
暦
元
年
―
一
六
八
〇
～
一
七
五
二
、
写
真
２
）
の
二
代

に
わ
た
り
、
藩
主
の
茶
道
指
南
役
と
い
う
大
役
を
果
し
た
。
ま
た
、

当
流
の
芸
術
性
を
よ
り
一
層
高
め
、
こ
れ
を
藩
内
に
確
立
さ
せ
る
と

共
に
、
全
国
各
藩
に
も
こ
の
流
儀
を
広
め
た
た
め
、
一
般
に
当
流
の

祖
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
世
道
竿
自
ら
は
仙
台
藩
茶
道
頭

清
水
家
を
継
ぐ
者
と
し
て
、
三
世
と
称
し
て
い
た
。
こ
の
詳
細
な
い

き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
十
世
道
鑑
の
著
書
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流

三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
及
び
『
関
』
（
第
二
十
号
）
の
解
説
文

に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
次
に
、
日
本
の
庭
園
文
化
の

古
き
歴
史
の
紐ひ

も

を
解
い
て
み
よ
う
。
一
般
に
、
日
本
庭
園
は
池
泉
庭

園
、
枯
山
水
及
び
露
地
（
茶
庭
）
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
先
ず
、

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の
祖
三
世

清
水
道
竿
の
業
績
（
そ
の
二
）

　

道
竿
の
作
庭
と
伝
わ
る
庭
園

　

筆
者
の
母
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
宗
家
十
世

大
泉
道
鑑
（
明
治
四
十
二
年
～
平
成
二
十
二
年
―
一
九
〇
九
～

二
〇
一
〇
）
は
、
生
前
「
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の
祖
三
世
清

水
道
竿
の
業
績
（
そ
の
一
）
道
竿
の
経
歴
と
人
脈
」
と
題
を
付
け
た

解
説
文
を
『
関
』
（
第
二
十
号
）
に
投
稿
し
て
い
た
。
今
回
、
筆
者

は
こ
の
後
を
受
け
「
そ
の
二
」
と
し
て
、
仙
台
藩
茶
道
茶
道
頭
三
世

清
水
道
竿
（
さ
お
ど
う
か
ん
、
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二

～
一
七
三
七
）
が
当
流
の
茶
道
全
般
に
わ
た
り
芸
術
性
を
高
め
た
功

績
の
一
端
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
日
本
庭
園
の
作
庭
に
つ
い

て
述
べ
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
三
世
道
竿
の
人
物
像
と
共
に
日
本
庭
園
文

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

大
　
泉
　
道
　
鑑
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の
三
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
庭
園
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
鑑
賞

出
来
る
池
泉
回
遊
式
庭
園
は
、
茶
庭
の
出
現
に
よ
っ
て
よ
り
頻
繁
に

作
庭
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
時
が
流
れ
て
江
戸
時
代
に
な
る

と
、
大
名
庭
園
が
全
国
各
地
の
大
名
に
よ
り
造
園
さ
れ
、
そ
の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
小
石
川
後
楽
園
、
金
沢
兼
六
園
及
び
岡
山
後
楽
園

等
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
規
模
な
池
泉
回
遊
式
庭

園
と
言
え
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
旧
有
備
館
の
庭
園
（
大
崎
市
）
も

こ
れ
に
分
類
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
宮
城
県
内
に
は
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
匠
（
図
）
の

深
く
関
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
名
勝
庭
園
が
現
存
し
て
い
る
。

池
泉
庭
園
の
歴
史
が
最
も
古
く
、
遥
か
飛
鳥
時
代
～
奈
良
時
代
ま
で

に
も
遡

さ
か
の
ぼる

。
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
れ
に
は
海
を
表
現
し
た
水
（
池
）

が
必
ず
最
も
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
鎌
倉
時
代

以
降
に
な
る
と
、
禅
宗
の
普
及
に
伴
っ
て
自
然
の
景
観
を
表
現
す
る

た
め
に
、
庭
園
の
石
組
み
が
考
案
さ
れ
、
こ
れ
を
枯
山
水
と
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
時
代
が
下
り
、
桃
山
時
代
を
迎
え
る
と
、
千

利
休
（
大
永
二
年
～
天
正
十
九
年
―
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
に
よ

り
大
成
さ
れ
た
茶
道
の
理
念
が
生
か
さ
れ
た
茶
庭
が
、
盛
ん
に
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
先
に
述
べ
た
池
泉
庭
園
は
、
観
賞
の

方
法
に
よ
っ
て
更
に
池
泉
舟
遊
式
、
池
泉
観
賞
式
及
び
池
泉
回
遊
式

写真 1　仙台藩四代藩主　伊達綱村公像
（仙台市博物館蔵）

写真２　仙台藩五代藩主　伊達吉村公像
（仙台市博物館蔵）
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そ
の
中
で
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
国
の
史
跡
及
び
名
勝
に
指
定

さ
れ
た
旧
有
備
館
の
庭
園
を
初
め
、
旧
阿
部
家
庭
園
（
大
崎
市
）
、

名
取
家
庭
園
（
大
崎
市
）
及
び
旧
亘
理
氏
庭
園
（
登
米
市
）
の
四
つ

の
庭
園
が
三
世
道
竿
の
作
と
言
わ
れ
て
い
る
（
表
を
参
照
）
。

　

最
初
に
、
こ
れ
ら
の
庭
園
の
中
で
最
も
代
表
的
で
、
し
か
も
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
れ
渡
っ
て
い
る
旧
有
備
館
と
そ
の
庭
園

に
つ
い
て
説
明
す
る
（
写
真
３
）
。
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
（
永
禄

十
年
～
寛
永
十
三
年
―
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
は
、
天
正
十
九

年
（
一
五
九
一
）
の
豊
臣
秀
吉
公
（
天
文
六
年
～
慶
長
三
年
―

一
五
三
七
～
一
五
九
八
）
に
よ
る
奥
州
仕
置
に
よ
り
米
沢
城
か
ら
岩

手
沢
城
（
後
の
岩
出
山
城
）
へ
移
り
、
こ
こ
岩
出
山
に
十
年
余
治
府

注）『宮城県の名勝に関する特定の調査研究事業報告書』の 3頁の表を一部改変

表　仙台藩茶道石州流清水派関連の庭園一覧

図　仙台藩茶道系図（茶道頭及び宗家）

（
一
世
）

（
当
代
）

仙
台
藩
茶
道
頭

１ 

清
水
道
閑 ―
 

２ 

動
閑 ―

 

３ 

道
竿 ―

４ 

道
簡 ―
 

５ 

道
斎 ―

 

６ 

道
看 ―

 

仙
台
藩
茶
道
頭
・
宗
家

７ 

道
幹 ―

 

８ 

道
鑑 ―

宗
家

９ 

落
合
道
鑑 ―

 

10 

大
泉
道
鑑 ―

 

11 

大
泉
道
鑑

名称 所在地 作庭年代 清水派との関連 文化財指定 面積（㎡）

煙雲館庭園 気仙沼市 寛文年間
（1661～1673） 二世動閑 名勝（市） 平成9年7月29日 1,650

旧有備館庭園

大崎市

正徳5年
（1715）

三世道竿

史跡・
名勝（国） 昭和8年2月28日 23,855.92

旧阿部家庭園

（不明）

― 80

名取家庭園 ― 100

旧亘理氏庭園 登米市 ― 450

渡辺家庭園 岩沼市 文久2年
（1862）

七世道幹あるいは
八世道鑑 名勝（市） 昭和44年5月29日 396.88
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し
て
い
る
。
そ
の
後
、
下
屋
敷
・
隠
居
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、

三
代
伊
達
宗
親
（
敏
親
）
（
慶
安
四
年
～
享
保
六
年
―
一
六
五
二
～

一
七
二
一
）
が
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
「
春
学
館
」
と
名
付
け
て

学
問
所
と
し
て
開
設
し
た
。
翌
五
年
（
一
六
九
二
）
に
は
、
現
在

地
（
大
崎
市
岩
出
山
字
上
川
原
町
六
）
に
移
築
さ
れ
て
「
有
備
館
」

と
命
名
さ
れ
、
後
に
四
代
伊
達
村
泰
（
天
和
二
年
～
享
保
十
六
年

―
一
六
八
二
～

一
七
三
一
）
が
、

こ
れ
を
整
備
し

て
い
る
。
こ
の
旧

有
備
館
が
、
我
が

国
で
現
存
し
て

い
る
最
古
の
学

校

建

築
（
学

問

所
）
と
し
て
、
歴

史
に
そ
の
名
が

深
く
刻
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
建
物
は
、
平

屋
建
で
面
積
は

を
置
い
た
。
そ
の
後
、
政
宗
公
は
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
居
城

を
仙
台
へ
移
し
た
た
め
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
四
男
伊
達

宗
泰
（
慶
長
七
年
～
寛
永
十
五
年
―
一
六
〇
二
～
一
六
三
九
）
が

岩
出
山
城
の
城
主
に
任
ぜ
ら
れ
、
岩
出
山
伊
達
家
（
一
万
五
千
石
）

の
祖
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。
『
岩
出
山
町
史　

通
史
編
・
上
巻
』
及

び
『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』
に

よ
れ
ば
、
そ
も

そ
も
旧
有
備
館

の
御

お
あ
ら
た
め
ど
こ
ろ

改
所
（
主

屋
）
は
、
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）

に
二
代
伊
達
宗

敏
（
寛
永
二
年

～
延
宝
六
年
―

一

六

二

五

～

一
六
七
八
）
の
隠

居
所
と
し
て
岩

出
山
城
・
二
の
丸

に
建
て
ら
れ
た

こ
と
に
端
を
発

写真３　旧有備館（主屋）とその庭園

写真４　旧有備館の上の間
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二
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
主
屋
の
屋
根
は
四
方
造
茅
葺
、
二
方
折

廻
縁
を
有
す
る
寄
棟
造
・
素し

ら

木
造
の
建
築
で
あ
る
。
そ
の
裏
側
に

玄
関
が
付
い
て
お
り
、
座
敷
（
写
真
４
及
び
５
）
か
ら
は
庭
園
が

一
望
出
来
、
若
か
り
し
頃
の
筆
者
が
そ
こ
か
ら
見
た
風
流
な
情
景

は
、
今
で
も
私
の
脳
裏
に
し
っ
か
り
と
焼
付
い
て
い
る
。
な
お
、
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
際

に
惜
し
く
も
こ

の
主
屋
は
被
災

し
て
し
ま
っ
た

が
、
修
復
工
事

が

よ

う

や

く

昨

春

完

了

し

た
。
一
方
、
こ

の
旧
有
備
館
の

庭
園
も
村
泰
に

よ
っ
て
正
徳
五

年
（
一
七
一
五
）

に
整
備
さ
れ
た

が
、
そ
の
作
庭

に
は
三
世
道
竿

写真５　旧有備館の上の間の床の間と違い棚

写真６　旧有備館の茶島（右奥が茶亭、左奥が主屋）
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園
の
魅
力
は
見
事
な
園
池
と
よ
く
調
和
の
取
れ
た
五
〇
〇
本
近
く
に

及
ぶ
美
し
い
樹
木
、
ま
た
四
季
折
折
絶
え
間
な
く
咲
誇
る
花
を
観
賞

し
な
が
ら
散
策
出
来
る
点
で
あ
る
。
筆
者
は
、
旧
有
備
館
修
復
工
事

終
了
後
で
は
、
初
め
て
今
年
三
月
下
旬
に
こ
こ
を
訪
れ
た
が
（
写
真

８
）
、こ
の
庭
園
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
、
し
ば
し
言
葉
を
失
っ
た
。

流
祖
三
世
道
竿
が
作
庭
し
た
こ
の
庭
園
は
、
私
共
に
と
っ
て
正
に
「
聖

地
」
と
も
言
う

べ
き
掛か

け

替が

え
の

な
い
文
化
財
で

あ
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
ま
た

と
な
い
良
い
機

会
と
な
っ
た
。

な
お
、
東
北
地

方
で
は
本
格
的

な
大
名
庭
園
と

し
て
は
、
こ
の

旧
有
備
館
庭
園

と
会
津
若
松
市

の
松
平
家
の
御

の
才
能
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
と
、
語
り
継
が
れ
て
き
た
。
な
お
、

仙
台
藩
切
っ
て
の
こ
の
名
庭
園
に
は
、
三
世
道
竿
の
主
君
吉
村
公
が

二
度
も
訪
れ
て
い
る
。

　

旧
有
備
館
庭
園
は
、
岩
出
山
城
の
在
る
城
山
（
標
高
六
〇
メ
ー
ト

ル
）
の
断
崖
を
借
景
に
す
る
工
夫
が
凝こ

ら
さ
れ
、
こ
れ
を
含
め
た

総
面
積
は
二
三
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
。
ま
た
、
庭

園
の
池
の
中
に

は
、
茶
室
が
建

つ
御
中
島
（
茶

島
）
（
写
真
６

及
び
７
）
、
鶴
ヶ

島
（

鶴

島

）
、

亀
子
中
島
（
亀

島
）
及
び
兜
島

の
四
つ
の
島
が

配
置
さ
れ
た
趣

の
深
い
池
泉
回

遊
式
庭
園
で
あ

る
。
何
と
言
っ

て
も
、
こ
の
庭

写真７　旧有備館庭園の茶島と見事な老木（松）

写真８　旧有備館庭園を背景にした著者と道門会のメンバー
（右から３人目が筆者、右から２人目が大崎市文化財課中村一彦氏）
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事
象
を
総
合
し
て
考
え
併
せ
る
と
、
こ
の
庭
園
は
三
世
道
竿
に
よ
っ

て
作
庭
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
世
道
竿
は
旧
有
備
館
の
庭
園
の
作
庭
に
先
立
っ

て
、
岩
出
山
城
下
の
旧
阿
部
家
、
名
取
家
、
栗
原
家
、
須
江
家
及
び

岩
出
山
要
害
屋
敷
内
の
五
箇
所
の
庭
園
を
試
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
で
現
存
し
て
い
る
の
は
旧
阿
部
家
と
名
取

家
の
二
つ
の
庭
園
の
み
で
あ
る
。
前
者
は
、
岩
出
山
を
背
景
に
取
り

込
み
、
中
島
と
出
島
を
巧
み
に
配
し
た
園
池
と
そ
の
周
辺
の
風
情
あ

る
古
木
が
よ
く
調
和
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
、
江
戸
中
期
以
降

に
定
型
化
し
た
庭
園
の
特
徴
を
有
す
る
と
さ
れ
、
主
屋
の
南
側
に
造

ら
れ
た
庭
園
の
中
央
に
池
が
在
る
。
こ
こ
へ
水
を
引
く
水
路
の
周
辺

は
、
ま
る
で
大
自
然
の
渓
谷
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
見
事
に
醸か

も

し
出
し

て
い
る
。
旧
有
備
館
の
大
名
庭
園
に
加
え
、
岩
出
山
伊
達
家
の
家
臣

の
武
家
屋
敷
に
造
ら
れ
た
風
雅
な
こ
の
両
庭
園
も
、
こ
の
城
下
で
花

が
開
い
た
「
伊
達
文
化
」
を
色
濃
く
伝
え
る
文
化
遺
産
と
し
て
極
め

て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
三
世
道
竿
の
作
と
さ
れ
る
庭

園
に
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
津
田
家
に
代
り
佐
沼
城
（
登

米
市
）
の
城
主
と
な
っ
た
亘
理
氏
の
庭
園
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

場
所
は
佐
沼
城
の
西
側
に
隣
接
し
た
高
台
に
在
り
、
堀
池
の
上
段
に

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
造
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
立
地
条
件
を
勘

薬
園
の
二
つ
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
文
化

遺
産
で
あ
る
。

　

古
来
、
こ
の
旧
有
備
館
の
庭
園
は
、
仙
台
藩
随
一
と
の
誉
れ
の
高

い
茶
人
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ

の
茶
人
に
つ
い
て
文
献
に
基
づ
い
て
時
代
考
証
し
て
み
よ
う
。
先
ず
、

前
に
も
述
べ
た
「
春
学
館
」
が
現
在
地
に
移
さ
れ
て
「
有
備
館
」
と

名
付
け
ら
れ
た
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
は
、
三
世
道
竿
は
三
十

歳
で
、
綱
村
公
に
よ
り
茶
道
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
以
降
、
仙
台
藩

茶
道
全
般
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
っ
た
（
『
清
水
動
閑
註
解
石
州

流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
）
。
次
に
、
こ
の
庭
園
が
作
庭
さ
れ
た

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
時
は
、
三
世
道
竿
が
五
十
三
歳
で
、
藩

主
の
茶
道
指
南
役
の
重
責
を
果
し
な
が
ら
、
大
活
躍
し
て
い
た
時
期

と
符
合
し
て
い
る
（
『
岩
出
山
町
史
通
史
編
・
上
巻
』
、
『
宮
城
県
の

名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』
）
。
更
に
、
『
宮
城

の
郷
土
史
話
』
に
も
、
「
岩
出
山
の
東
南
に
接
す
る
東
大
崎
の
小
館

下
に
「
道
閑
清
水
」
と
言
わ
れ
て
い
る
所
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

旧
有
備
館
の
付
近
に
在
る
武
家
屋
敷
に
滞
在
し
て
こ
の
庭
を
作
庭
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
茶
島
の
茶
室
に
三
世
道
竿
の
作

と
さ
れ
る
花
筒
が
懸
け
て
在
っ
た
こ
と
等
が
三
世
道
竿
に
よ
る
作
庭

と
の
証

あ
か
し

と
な
ろ
う
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
上
述
べ
た
歴
史
的
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に
堀
削
し
て
中
島
を
造
り
、
地
山
の
湧ゆ

う

泉せ
ん

を
池
に
引
く
工
夫
が
施

ほ
ど
こ

さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
庭
園
も
今
日
ま
で
脈
々
と
生
き
続
け
て
き

た
貴
重
な
「
伊
達
文
化
」
の
遺
産
と
し
て
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

に
気
仙
沼
市
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。
一
方
、
当
流
七
世
清
水
道

幹
（
文
化
十
二
年
～
文
久
三
年
―
一
八
一
五
～
一
八
六
三
）
あ
る
い

は
八
世
清
水
道
鑑
（
天
保
十
一
年
～
明
治
四
十
五
年
―
一
八
四
〇
～

一
九
一
二
）
の
作
庭
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
渡
邉
家
庭
園
が
、
岩
沼
市

南
端
（
岩
沼
市
南
長
谷
字
西
川
前
二
〇
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。
渡
邉

家
は
、
阿
武
隈
川
の
左
岸
に
接
し
て
い
る
交
通
の
要
所
に
在
り
、
藩

政
時
代
に
は
米
等
の
荷
物
の
中
継
所
と
し
て
、
ま
た
藩
主
や
代
官
の

宿
所
も
兼
ね
て
い
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
十
二
代
渡
邉
吉

兵
衛
が
藩
に
願
い
出
て
、
近
江
八
景
を
模
し
て
こ
の
庭
園
の
作
庭
を

依
頼
し
た
と
言
う
。
藩
政
時
代
に
は
、
阿
武
隈
川
及
び
七
畝
山
の
壮

大
な
眺
望
が
こ
の
庭
園
の
借
景
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

想
像
す
る
に
難か

た

く
な
い
。
昭
和
二
十
三
年
の
阿
武
隈
川
改
修
工
事
に

よ
り
、
建
物
が
移
築
さ
れ
ま
た
、
庭
園
も
移
設
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
、
誠
に
惜
し
ま
れ
る
。
な
お
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

に
こ
の
庭
園
は
、
岩
沼
町
（
現
岩
沼
市
）
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
作
庭
者
を
含
め
た
詳
細
な
歴
史
学
的
研
究
が
、
更
に
進
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

案
す
る
と
、
茶
室
が
隣
接
し
て
い
る
主
屋
か
ら
の
藩
政
時
代
の
眺
望

は
さ
ぞ
素
晴
ら
し
く
、
堀
池
更
に
そ
の
奥
の
城
下
の
風
景
を
眼
下
に

見
下
す
こ
と
が
出
来
る
の
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
庭
園
は
、
こ
の
よ
う
な
水
堀
を
背
景
に
し
た
眺
望
の
特
徴

か
ら
、
江
戸
期
に
開
花
し
、
今
も
こ
の
地
に
息
付
い
て
い
る
「
伊
達

文
化
」
の
遺
産
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
掛か

け

替が

え
の

な
い
こ
の
堀
池
は
、
現
在
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
往
時

の
全
貌
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

こ
こ
で
、
三
世
道
竿
以
外
の
当
流
の
歴
代
の
宗
匠
の
作
庭
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
庭
園
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
触
れ
て
お
き
た
い(

表
を

参
照)

。
煙
雲
館
は
、
千
石
を
領
し
た
伊
達
家
御
一
家
筆
頭
鮎
貝
氏

歴
代
の
居
館
で
、
国
文
学
者
で
歌
人
の
落
合
直
文
（
元
の
名
が
鮎

貝
盛
光
、
文
久
元
年
～
明
治
三
十
六
年
―
一
八
六
一
～
一
九
〇
三
）

の
生
家
と
し
て
も
名
高
い
。
こ
の
煙
雲
館
庭
園
（
気
仙
沼
市
松
崎

片
浜
一
九
七
）
は
、
二
世
動
閑
に
よ
り
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～

一
六
七
三
）
に
造
園
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
旧
有
備
館
庭
園
と

並
び
仙
台
藩
の
庭
園
の
双
璧
と
称
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
庭
園
も
、
丘

陵
裾
部
の
地
形
を
最
大
限
利
用
し
た
情
趣
あ
る
回
遊
式
庭
園
で
、
ま

た
風
光
明
媚
な
気
仙
沼
湾
、
岩
井
崎
や
大
島
等
の
雄
大
な
景
観
を
借

景
と
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。
庭
池
に
は
、
切
岸
状
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究
に
は
筆
者
も
微
力
な
が
ら
、
資
料
・
情
報
提
供
等
で
協
力
を
行
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
州
公
の
高
弟
の
二
世
動
閑
の
著
し
た
『
動
閑
茶
湯

書
』
十
八
冊
の
中
に
「
露
地
之
書
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
流
の
茶
庭

の
作
庭
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
解
説
書
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る

（
写
真
９
）
。
こ
の
伝
書
十
八
冊
に
つ
い
て
は
、
十
世
道
鑑
が
、
『
清

水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
三
巻
と
共
に
解
読
研
究
を
精
力
的

に
進
め
、
前
者
は
十
八
冊
中
七
冊
、
後
者
は
三
巻
全
て
を
ま
と
め
て
、

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
と
銘
を
打
っ

た
本
を
著
し
た
。
し
か
し
、
『
動
閑
茶
湯
書
』
は
、
当
流
で
は
藩
政

時
代
か
ら
そ
の
時
ま
で
、
「
門
外
不
出
」
の
伝
書
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
「
露
地
之
書
」
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

最
近
、
筆
者
は
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
が
、
こ
れ
ら
の
庭
園
の

全
貌
を
解
明
す
る
研
究
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
十
世
道
鑑
が
行
っ
て
い
た
「
露
地
之

書
」
の
解
読
研
究
を
補
足
・
完
成
さ
せ
て
、
近
い
将
来
茶
道
の
学
術

誌
に
投
稿
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

三
世
道
竿
が
創
意
工
夫
を
凝こ

ら
し
て
完
成
さ
せ
た
当
流
の
こ
の
上

も
な
く
優
美
な
大
名
茶
の
手
前
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
歴
代
の
宗
匠
に
よ
り
作
庭
さ
れ
た
庭
園
等
の
重
要
な
文
化
財
の

　

こ
れ
ま
で
、
当
流
の
祖
三
世
道
竿
が
残
し
た
芸
術
性
に
優
れ
た
庭

園
を
概
観
し
、
ま
た
二
世
動
閑
及
び
七
世
道
幹
あ
る
い
は
八
世
道
鑑

が
造
園
し
た
と
さ
れ
る
庭
園
に
も
多
少
触
れ
て
き
た
。
当
流
縁

ゆ
か
り

の
庭

園
の
詳
細
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
調
査
研
究
の
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
四
月
に
報
告
さ
れ
た
『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特

定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』
を
参
照
し
て
戴
き
た
い
。
こ
れ
ら
の

庭
園
は
、
当
流
が
藩
政
時
代
か
ら
芸
術
的
に
高
度
に
発
展
し
た
「
伊

達
文
化
」
を
象
徴
す
る
存
在
で
、
そ
の
中
で
常
に
中
心
的
な
役
割
を

果
し
て
き
た
証あ

か

し
と
も
言
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
今
年
は
、

藩
祖
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
り
、
最
近
宮
城

県
で
は
、
「
伊
達
文
化
」
に
深
い
関
心
と
大
き
な
期
待
が
高
ま
り
、

こ
れ
を
見
直
し
、
正
し
く
検
証
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
当
流
の
歴
代
の
宗
匠
が
作
庭

に
深
く
関
わ
っ
た
庭
園
に
つ
い
て
、
「
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特

定
の
調
査
研
究
事
業
」
が
系
統
的
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
歴
史
学

的
解
明
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
注
目
す
べ
き
研
究
成
果
は
、
先

に
述
べ
た
調
査
研
究
事
業
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
報
告
書

は
、
本
県
の
文
化
財
保
護
行
政
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
が
更
に
進
展
す
る
た
め
の
確
固
た
る
礎

い
し
ず
えが

築

か
れ
た
と
言
え
、
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
研



― 10 ―

歴
史
学
的
解
明
研
究
に
も
、
微
力
な
が
ら
力
を
注
い
で
行
き
た
い
。

ま
た
、
当
流
の
宗
家
を
継
承
し
た
者
と
し
て
、
今
に
息
づ
く
こ
れ
ら

の
「
伊
達
文
化
」
を
全
身
全
霊
で
守
り
抜
き
、
後
世
に
正
し
く
伝
え

て
い
く
使
命
を
果
す
所
存
で
あ
る
。
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

謝　
　
　

辞

　

伊
達
綱
村
公
及
び
伊
達
吉
村
公
の
像
を
掲
載
す
る
こ
と
を
許
可
下

さ
っ
た
仙
台
市
博
物
館
に
深
謝
す
る
。
ま
た
、
旧
有
備
館
及
び
そ
の

庭
園
の
写
真
の
掲
載
を
許
可
下
さ
い
ま
し
た
大
崎
市
教
育
委
員
会
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

参

考

文

献
（
五
十
音
順
）

『
岩
出
山
町
史
通
史
編
・
上
巻
』
岩
出
山
町
史
編
纂
委
員
会 

　
　

平
成
二
十
一
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
井
口
海
仙
、
末
宗
広
、
永
島
福
太
郎

　
　

（
監
修
）
淡
交
社　

昭
和
五
十
年

『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』(

三
巻)

二
世
清
水
動
閑　

　
　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

写真９　『清水動閑註解石州流三百箇條』三巻及び『動閑茶湯書』十八冊
（十一世大泉道鑑所蔵）
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究
を
補
足
・
完
成
さ
せ
て
「
茶
の
湯
文
化
学
会
」
の
学
術
誌
『
茶
の

湯
文
化
学
』
に
昨
年
の
夏
投
稿
し
て
い
た
。
幸
な
こ
と
に
、
今
年
三

月
下
旬
同
学
会
か
ら
採
択
の
通
知
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
近
い
将
来

こ
の
投
稿
原
稿
を
『
関
』
に
も
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』

　
　

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）
丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

　
　

昭
和
五
十
五
年

『
関
』
（
第
二
十
号
）
全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会　

平
成
二
十
二
年

『�

第
十
二
回
文
化
財
庭
園
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料　

石
州

　
　

流
清
水
派
の
作
庭
と
伝
わ
る
庭
園
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
』

　
　

白
崎
恵
介
（
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
）
平
成
二
十
七
年

『
動
閑
茶
湯
書
』(

十
八
冊)

二
世
清
水
動
閑　

　
　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『�

名
勝
地
保
護
関
係
資
料
集
』
平
澤
毅
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化

　
　

財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
平
成
二
十
七
年

『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』　

　
　

文
化
庁
・
宮
城
県
教
育
委
員
会　

平
成
二
十
八
年

付　
　
　

記

　

今
年
は
、
仙
台
藩
祖
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年
及
び
当
流
の
流
祖
三

世
道
竿
没
後
二
八
〇
年
の
節
目
の
年
に
当
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
こ

れ
を
記
念
し
て
本
原
稿
を
『
関
』
に
投
稿
し
た
。

　

十
世
道
鑑
は
、
当
流
の
重
要
な
文
献
で
あ
る
三
世
道
竿
著
『
道
竿

拾
躰
』
の
解
読
研
究
を
生
前
進
め
て
い
た
。
筆
者
は
、
こ
の
解
読
研




